
一日
μ
閥
が

江
泊
郡
小
開
問
筋
立
訟
の
一
階
停
に
加
ん
だ
一
切
臣
努
矧
に
仕
へ
て
長
太
夫
と
い
ひ
、
努
捌
生
沼
の

一
前
、
従
来
耶
別
枠山
村
阿
佐
竹
次
右
衛
門
院
と
巾
仁
、

一
行
坂
の
下
に
在
る
。

沃
地
結
う
べ
く
、
一出
方
地
稲
中

一
時
の
こ
と
そ
波
文
で
把
し
た

も

の

で

あ

る

。

一

後

土
肥
市
隠
と
都
L
、期
陥
帯
刀
の
凶
耐
と
な
っ
た
。

一
見
'Y倣
耐
被
殺
入
場
候
曜
に
、
次
右
衛
門
隣
組
後
k

一
く
し
て
口
町
三
出
般
を
な
し
、保
絡
に
山
が
あ
る
と
。

一

ヲ
シ
マ

雄
島

出
品
加
太
凶
の
抑
二
粁
許
の
町
一
得
万
残
し
て
京
都
に
民
間
し
た
が
、
流
氷
允
年
前
川

一
所
持
に
利
、
巡
御
利
巾
山
巾
候
。
勿
諭
闘
は
剛
容
も
無

一

ヲ
ダ
ケ
小
竹

臨
ぬ
郡
久
江
保
に
邸
す
る
部
前
。

一に
在
る
o
雌
出向
と
相
並
ん
で
夫
婦
島
と
唱
へ
ら
れ
る
o
一

利
治
に
召
出
さ
れ
て
ご
百
況
十
石
荷
受
け
、
川
子
光
一
御
座
依
O
』
と
あ
ろ
o
賂
総
地
泉
と
は
、
党
B

又
八
年
以

一

ヲ
ダ
ケ
ガ
ハ
小
竹
川

臨
応
部
小
竹
の
山
間
か

一

ヲ
ゼ
ジ
エ
ン
リ
小
瀬
順
理

沼
紛
叉
四
郎
o
鋭
一
前
に
紙
法
止
恒
例
へ
、
均
永
十
七
年
八
月

H
一
日
七
J
i

一
前
に
中
古
川
畑
泉
所
指
し
て
い
う
た
こ
と
も
あ
る
が
、

一
ら
授
し
、
小
竹
を
絞
、
西
北
統
し
て日記品
川川
に
柱
f
、。

一
は
木
説
。
字
は
信
夫
。

小
湖
南
路
道
砕
か
ら
三
代
に
一

七
践
を
以
て
裂
し
た
。
市
崎
史
に
紛
し
く
、
信
長
抱

一
前
の
羽
上
に
付
加
に
巾
宮
山
印
常
務
げ
て
あ
る
か
ら
、

一

ヲ
ダ
ケ
ジ
ヨ
ウ
小
竹
按

腹
品
川
附
小
竹
な
る
λ
，

一
円
川
ろ
が
、
れ
は
制
部
強
制
叫
の
二
男
で
、
二
代
前
庖
の

一
太
閤
把
天

E
世
間
策
謀
先
許
容
の
討
が
あ
っ
た
o

一
そ
れ
と
は
也
ふ
。
こ
の
地
拙
印
刷
山
市
は
、
大
Trm・-1
年
に

一
日
中
の
絡
に
在
っ
て
、
飢
又
は
御
林
と
桝
ず
る
地
是
℃

一
後
世
嗣
い
だ
も
の
。
訟
二
百
石
、
後
に
百
石
を
加
へ
一
共
の
長
子
は
坂
訓
下
総
に
誌
は
れ
て
、
坂
升
就
安
と

一
一
部
長
松
本
紙
J

怖
が
岩
間
地
山
市
の
れ
を
奥
へ
た
も
の
で
一
あ
る
。
溢
訓
景
隆
・三
宅
時
一時川
町
長
法
制
と
事
う
た

一
た
。
初
め
前
川
綱
紀
附
迎
に
貸
そ
給
し
て
木
下
似山町

一
い
ひ
、
間
閲
兵
十
九
年
別
に
利
市
内
職
す
λ
所
と
な
っ

一
あ
ろ
。
地
削
に
之
常
掛
間
前
心
校
時
に
紡
い
て
あ
る
の
一

時
、
玖
隙
容
は
成
川
武
安
脅
し
て

q
ら
し
め
た
が
、

一に

mば
し
め
、
続出現
小
作
の
士
に
教
授
し
、
抗
J
l

川

一
た
。
市
隠
の
附
義
子
市
雌
宗
家
売
拠
い
だ
が
、
そ
れ

一
一
は
右
山
川町
お
で
あ
ろ
。

一
実
証
λ
年
六
月
辿
閉
山
は
妥
協
b
m
刊
に
肪
ち
、
羽
い
E

一倒
的川
・室
鳩
ぬ
と
文
切
に
州
市
し
た
が
、
元
純
一
泊
年

一
よ
り
凡
代
以
縦
多
に

ruり
天
間
四
年
時
令
制
川
て
断
絶

一

ヲ
ゾ
ウ
ガ

ハ

尾
添
川

川
H
f

似
そ
大
汝
院
北

一
小
竹山
明
所
有
う
た
こ
と
が
あ
る
。

一三
十
七
肢

で

裂

し

た

。

一

し

た

。

一
方
か
ら
殺
し
、
拍
抗
し
て
地
獄
谷
の
探
抗
と
な
旬
、

一

ヲ
ダ
ケ
セ
ン
ザ
エ
モ
ン
小
竹
千
左
衛
門

初
め

一

ヲ
ゼ
h
F
9
7
h
M

小
潟
卓
腕
多

初
名
右
門
。
天

一

ヲ
ゼ
ホ
ア

ン

小

潮占岡
崎

前
世
俗
的
係
。
泊
桝
市

一
次
い
で
小
，
川
よ
な
っ
て
附
加
に
流
れ
、
約
十
粁
に

一
一庖助
・政
助
・政
右
衛
門
。
御
お
川
刊
で
年
前
中
郎
執

一
則
元
年
賞
矢
沢
左
衛
門
肋
倍
の
也
知
百
計
十
石
そ
綴

一
元
、
俊
市
崎
と
収
め
た
O

柿
岬
は
段
以
。
殴
や
以
て
J
1

一
し
て
山
毛
仰
出
山
の
市
総
に
計
り
、
問
方
か
ら
来
る

一
鎮
守
勤
め
、
天
明
六
年
小
…
則
前
に
池
み
て
新
知
六
J
i

一ぎ
、
制
外
に
粧
し
、
一
一
年
前
川
露
敬
の
近
到
に
任
ぜ
一
人
扶
持
キ
一
焚
け
、
天
川
一
一
年
到
に
十
人
伏
持
キ
一
加
へ

一
九
石
谷
山
民
総
抗
争
作
れ
、
父
開
制
方
か
ら
泌
る
蛇
谷

一
行
時
受
け
、
流
政
三
年
一
一十
布中‘
加
へ
て
組
外
に
列

一
ら
れ
、
四
年
入
且
抗
日
非
や
-
得
て

一
烈
預
と
な
り
、

一
ら
れ
た
。
甫
胞
は
回
目
的
と
蹴
L
、
作
中
深
山
町
昨
に

一
川
を
A
A

けす
る
に
及
ん
で
陥
泌
川
と
略
せ
ら
れ
る
。
丸

一
L
、
十
三
年
叉
三
十.石
、文
化
三
年
況
十
行
常
国
惜
し
、

一
引
年
九
月
引
七
日
抗
ケ
山
統
制
川
の
ぬ
設
定
し
た
。

一
向
叫
ん
だ
が
、
そ
の
作
佑凶
作
に
し
て
川
町
に
乏
し
肋
つ

一
行
谷
川
の
上
総
に
は
「
似
ぷ
刷
(
地
制
百
凶
丈
，
制
〉
が

一
九
年
二
月
八
日
政
。

子
孫
相
続
い
で
加
に
仕
へ
九
。

一

ヲ
ゼ

7
9
ア

ン

小

潮
復
隠

部
は
良
正
。
字
は

一
た
o
w叫
政
元
年
制
限
。

一
あ
ろ
。
舵
符
川
は
税
売
-h川
胤
の
京
市
制
止
る
妙
法

一

ヲ
h
E

ニ

技
谷

白
山
に
在
つ
で
、
戒
は
男
符
と

一郎
一一ん
O

字キ一
以
て
泌
総
と
し
、
後
復
隠
と
改
め
、
桃

一

ヲ
ゾ
ウ

恩

添

汁
ゥ

能
安
市
白
山
下
に
邸
寸

一
山
凶
隔
に
波
L
、
指
杭
す
る
こ
と
約
四
粁
で
弧
飯
山

一
も
釘
〈
O

路一向
ロ
常
山
絡
な
る
刷
出
ャ
M
M
制婦
の
拾
に
似

一
務
と
獄
し
た
。
間
代
の
組
坂
井
純
安
は
小
部
市
胞
の

一
切っ
柑印
税
。
白
山
静
間
比
例
但
に
、
陥
給
料
は
白
山
大
路

一
に
狐
キ
-
殺
す
，
hv
畑
町
谷
川
島ι
一
出
か
ら
入
れ
、
凶
胎
に

一
党
内
政
し
、
肌
清
水
の

山
闘
中
J
4

綬
流
し
て
湖
川
と
な

一
納
犯
で
あ
っ
た
。
殴
長
イ
丸
年
留
を
以
て
山
川
刺
同

一
の
凶
出
に
在
っ
て
、
山
別
に
家
が
あ
り
、
川
川
き
中
Je

問

一
世
ん
で
糾
谷
山
総
統
そ
凶
悶
か
ら
F
A
け
、
誌
に
川町民

一
り
、
次
い
で
千
似
令
制
州
内
地
以
一
向
凶
丈
J

制
)
キ
一
軒
下
位

一
に
仕
へ
、
ご
一
白
石
を
受
け
、
硫
安
の
子
就
宏
、
そ
の

一
村
と
し
、
中
き
K
T
北
口
約
と
す
ろ
o
戸
約一

一百
除
。
前

一
一
符
の
制
間
流
中
h
A
H
は
せ
て
小
宮
湘
川
市
に
計
り
、
父
閥
抗

一
し
め
、
丸
石
川
と
な
っ
て
中
，
川
に
討
ぐ
o
白
山
跡

一
子
按
附
を
総
て
復
陪
に
誤
っ
た
o
廷
を
以
て
復
陪
も
一

いは冊目
に
臨
み
後
は
山
に
鋭
る
と
視
す
る
o
古
へ
は
日

一
し
て
巾
，川
に
A
H
L

、
前
記
的
地
添
川
と
な
り
、
議
一
日
間
程
に
は
紺
谷
中
一
却
渓
と
お
い
て
ゐ
る
。

一
初
め
坂
引
氏
や

-mし
た
が
、
岐
年

小
樹
氏
に
復
L
一
附
谷
川
そ
制
界
と
し
た
か
ら
、
焔
一郎
は
行
川
出
抹
智

一
に
討
川
樹
木
的
新
で
木
秘
午
山
川
と
A
H
し
て
手
取
川

一

ヲ
hm
ニ

雄

谷

石

川
郡
笈
民
の
恒
方
消
水
谷
と

一
た
。
復
山
間
万
辛
一
の
術
に ヲ

シ
ー
ー
ヲ
タ
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